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（1）
　もう22年も前の，昔の話になってしまったが，当時，自民党の参議院議
員であり，同党の政調審議委員をしていた平泉渉氏と上智大学教授・渡部昇
一氏との間で，わが国における英語教育のあり方やその意義について大々的
な論争が行われた。いわゆる「平泉・渡部論争」であり，「英語教育大論争」
である。歴史をさかのぼる意味でも，この大論争の発端と経過について煩を
いとわず簡単に触れておこう。
　昭和49年4月，平泉渉氏は，国際文化交流特別委員会副委員長の名にお
いて，自民党政務調査会に「外国語教育の現状と改革の方向」と題して，英
語教育に関する一つの試案を提出した。試案そのものは，それほど長いもの
ではなく，簡潔にまとめられたごく短いものであった。だが，その内容は，
従来の英語教育を揺さぶるというか，根底からくつがえすような，まさに革
命的ともいえる，きわめて大胆でショッキソグなものであった。これに対し
て，渡部教授は，昭和50年，綜合月刊誌『諸君』4月号に，これまた「亡国
の『英語教育改革試案』」．という，きわめてショッキングなタイトルで平泉
試案に対する反論を展開した。これが両者の問による「英語教育大論争」の
はじまりで，その後の論争経過は次のとおりである。掲載誌はすべて『諸君』
（文芸春秋）である。
O平泉　渉「渡部昇一教授に反論する」（5月号）
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　O渡部昇一「平泉案は新しい“廃仏穀釈”だ」（6月号）
　○平泉　渉「明日の日本と外国語教育」（7月号）
　○平泉　渉・渡部昇一「激突対談・外国語教育大論争・終章」（司会・鈴
　　木孝夫）（8月号）
　○渡部昇一「私の英語上達法」（9月号）
　○平泉　渉「私説・語学学習法」（10月号）
　歴史的にみても英語教育に関する論争は，常に古くて新しい問題なのであ
り，手を変え品を変え，甲論乙駁いろんな議論が続出し，このことを反映し
て，わが国では「英語教育論争史」（1）という名の本が出版されているぐらい
だから，英語教育のあり方やその意義が論争の対象になるということ自体
は，なんら新しいことでもめずらしいことでもない。ところが，「平泉・渡
部論争」は，従来型の「英語教育論争」とは，その内容といい，規模といい
根本的に最初から違った様相を呈していた。まず，論争がはじまるやいなや
爆発的ともいえる大反響を巻き起こした。この論争を大々的に取り上げたの
は，特定の英語教育の専門誌だけではない。国内の新聞，雑誌，テレビなど
のマスコミのみならず，3回にわたって『ニューズ・ウィーク』誌にまで取
りあげられるという国際的な広がりをみせた。いま考えれば，日本という島
国での英語教育論争をわさわさ外国の雑誌までもが取りあげるというのは，
そのこと自体だけでも異例のことだったといえる。
（2）
　私ごとで恐縮だが，「平泉・渡部論争」がはじまった昭和50年といえば，
私にとっては忘れることのできない，特別に思い出のある年である。それ
は，私が英語の専任講師として第一歩を踏み出した年であったということだ
けでなく，約4年にわたるアメリカへの留学を終えて，帰国してから，ま
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だ1年数か月しかたっていなかったからである。また，将来，英語教師を
めざして留学する者は，多かれ少なかれ，留学する前も留学を終えてからも
英語教育のあり方というか，あるべき姿についていろいろと思いをめぐらす
ものである。そして，どちらかと言えぱ，文法・訳読中心主義の伝統的な英
語教育について批判的な考えを抱いて日本を出発するものである。私もその
例外ではなかった。その意味でも，私は「平泉・渡部論争」の最初から最後
までむさぼり読んだ。しかも，雑誌が発行されるたびに前の号にさかのぼっ
て何度も繰り返し読んだ。
　この論争が一応の終結をみると，すぐに『英語教育大論争』（文芸春秋）
というタイトルで一冊の単行本になった。単行本の発行年月日をみると，昭
和50年11月15日（第1刷）となっている。前述したように，論争に一応の
終止符が打たれたのは，『諸君』10月号であったから，この大論争がいかに
素早く単行本の形になったかがおわかりであろう。
　私は単行本になってからも繰り返し「平泉・渡部論争」を読んだ。少なく
とも5回は繰り返し読んだ。そして，なんど読んでも新たなる興奮を抑え
ることができなかったことをいまでもはっきりと覚えている。
　心情的にはずいぶん興奮して読んだのだが，そこから学んだこと，教えら
れたこと，心に残ったこと，確信できたことといえば，意外にも簡潔であっ
さりとしたものだった。それは，中学，高校，大学を問わず，学校での正規
の英語の授業は，原則的に渡部教授の主張する，これまで行われてきた文法
・訳読中心主義でよいということであった。英語教育が批判の対象になると
き，必ずといっていいほど，文法・訳読中心主義の授業が「最も能率の悪い
授業」としてヤリ玉にあげられるが，これを続ける以外に日本での学校英語
教育はありえないとも思った。さらに，まるで年中行事のごとく，これまで
繰り返し繰り返し行われてきた，わが国における英語教育論争なるものは，
「平泉・渡部論争」をもって永遠に幕が降ろされるであろうとさえ思ったも
のだ。
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（3）
　平泉試案に対して反論を試みた渡部教授の論文のなかで，私が理解し，納
得できる箇所は多々あったが，そのいくつかを思いつくまま挙げてみたい。
（1）常に英語を話したり，聞いたりする環境でなければ，英語の運用能力を
　身につけたり，その能力を維持し続けることは，ほとんどナンセンスに近
　い努力であること。
（2）学校における英語教育の成果は，その潜在力で評価すべきであって，運
　用能力の顕在量で評価してはならないこと。
（3）伝統的な英語教授法は，決して間違った方法でないことを教師が自信を
　もって確信すること。そのことが英語教育を正道にもどすことにつながる
　こと。
（4）英語の運用能力を伸ばすための英語教育は，教室での英語教育とは別に
　考えなければならないこと。
（5）新しい英語教授法をうんぬんするよりは，そのエネルギーと時間を英語
　そのものを読み，英文そのものを書くほうに向けることのほうが，何層倍
　も有益であること。
（6）　日本の学校で正確に読めない英文が，外国に行ったからといってすぐに
　読めるようにはならないこと。
（7）文法・訳読中心主義の英語教育は，知的価値があり，学生の知的訓練と
　密接に関連していること。
（8）受験英語の意味や意義を正しく評価すること。
（9）日本の学校における英語教育は，まずもって漢文習得型であることを忘
　れてはならないこと。
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　また，渡部教授は著書『ことば・文化・教育』（大修館書店）のなかで，「日
本人の英語教師は，まず自分が漢文型の語学教育をする人間である，との自
覚を持っべきである。したがって英語の本を読める人でなければならない。
教えるテキストの難易にかかわらず，英語教師は不断に原書を購入し，原書
を読み続ける人間でなければならない。原書を読んでいる英語教師の後姿が
生徒の向上心をふるい立たせるのである。」（2）と主張している。
　まず，（1）について検討してみよう。英語を母国語としない者が英語を話す
場合，環境，状況，場面，雰囲気，心理的な要素などが深く関与しているこ
とは，率直に認めなくてはならない。つまり，衣食住，ことば，習慣，文化
など，すべて日本という環境のなかにどっぷりとつかり，英語を話すという
行為は，いかにもわざとらしくてぎこちなく，むずかしいのだが，英語圏の
国々に行くと，不思議にも自動的とも思われるくらい話しことばとしての英
語を使う気になるのである（ペラペラとしゃべれるという意味ではない）。
気がついてみたら英語を話しているのである。私は日本にいて英語を話す場
合，絶えず自分が英語を話しているということを強く意識するが，英語圏に
行くとこの意識が急速になくなる。話すという行為は，条件反射的な行為と
も言えるので，環境，状況，雰囲気さえ整えば，自然に英語が口からでてく
るのである。少なくとも心理的に英語を話す状態になるのである。このこと
は，英語という外国語に限ったことではない。
　例えば，私は北海道出身であるが，東京に住んでいて東京生まれの人に対
して北海道の方言を使うのは非常にむずかしい。ほとんど不可能といってよ
い。ところが，北海道に一歩足を踏み入れるやいなや，気がついてみると無
意識のうちに北海道弁で話をしているのである。理由は単純明快。絶え間な
く，まわりから北海道弁が聞こえてきて，そのことが眠っていた私の北海道
弁を一挙に蘇させたのである。
　さらに踏み込んで言えば，東京の居酒屋（別に居酒屋でなくてもよいのだ
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が）でイギリス人相手に英語を話すのと，ロンドンのパブでイギリス人相手
’に英語を話すのとでは，どちらが楽で自然かといえば，ロソドンのほうがは
るかに楽だ。先に述ぺたように，話し相手が同じ英語の母国語話者でも環
境，状況，雰囲気などが大きく左右するのである。日本の居酒屋で日本食を
食べ，バックグラウソド・ミュージックとして日本の歌を聞きながら，ま
た，まわりの日本語の会話を聞きながら英語を話すのと，ロンドンのパブで
英語の歌を聞きながらイギリス特有のパブの食事をし，また，まわりの英語
による会話を聞きながら英語を話すのとでは格段の違いがあるのである。後
者の場合，英語を話すという「心的な状態」にエンジンがかかり，それが急
速に加速化していくのである。だから，話の途中で思わぬイディオム，諺，
決まり文句などを突如思い出すことがある。
　また，帰国子女（この言葉は好きではないが便宜的に使用する）などに聞
いてみると，日本に帰ってくるやいなや，急に英語を話すのがおっくうにな
ったり，違和感を感じて話せなくなるという。外国での生活が長期であった
にもかかわらず。だから，たいていの場合，英語を使わさるをえないという
特殊な環境，状況でなければ，日本に住んでいて，いわゆる「英会話」を身
につけるのは，ほとんどナンセンスに近い努力ということになるのである。
　（2）について2つばかり実例をあげておきたい。私は日本の某銀行のニュ
ーヨーク支店で2年間働いていたことがある。毎年，毎年，派遣行員とし
て日本から若い銀行員が派遣されてくるのだが，彼らは，挨拶程度の日常の
英会話はできても，赴任してからすぐには仕事をするうえでさしつかえない
くらいには英語は話せない。したがって，電話を使って仕事の話すのはなお
むずかしい。相手の顔が見えないからである。ところが，2，3か月も過ぎる
と，彼らはとても同じ人間であるとは思えないくらいに電話を使ってでも自
由自在に仕事ができるようになるのである。この期間，わずか2，3か月で
ある。私はこういった状況を2年間観察してみて，「日本の伝統的な英語教
育の意義・真髄ここにあり」と思った。彼らに共通して言えることは，全員
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が英字新聞や雑誌をかなりのスピードで読める読解能力をすでに身につけて
いたということである。英語でレポートを作成する能力も抜群であった。つ
まり，文法を主体とした入試［受験］英語を完壁にマスターしていたのであ
る。一定の環境，状況，場面が与えられたことによって，いままで眠ってい
た潜在能力が一挙に顕在化したのである。
　もうひとつの例は，私のゼミの学生，N君の場合である。　N君は飛行機
にも乗ったこともない学生であったが，夏休みを利用してひとりでイギリス
を50日間旅行して歩いた。もちろん，彼にとってはじめての海外旅行であ
る。宿泊先はすべてユース・ホステルを利用した。あいにく旅行中に病気に
なり，病院にも行った。ユース・ホステルによっては，不便なところにあ
り，道順を電話で聞いたというのである。病院ではなんとか単語を並べて医
師に病状を説明したという。旅行中，たどたどしい英語ながらもいろんな人
との交流を楽しんだという。相手の言っていることが聞き取れない場合に
は，しばしば紙に書いてもらって筆談で用をたしたという。そして，聞き取
れなかったが，書いてもらった英語の構文があまりにも簡単なので唖然とし
たという。日本を出発するまえのN君の，いわゆる英会話の能力はゼロで
あったといってよい。英語を話す機会などなかったのだ。ところが読解力は
抜群であった。かなり複雑な構文でも辞典を使い，時間さえかければ読解で
きた。N君の場合も英語を使わざるを得ないという状況のもとで，英語の
運用能力が息を吹き返し，顕在化したのである。N君が文法・訳読中心主
義の受験英語をマスターしていたことはいうまでもない。
　（3）については，（2）とも大いに関連しているのであるが，伝統的な英語教授
法の最大の利点は，まったく読めなかった外国語としての英語が読めるよう
になることである。訓練によっては，かなり複雑な構文でも読めるようにな
るのである。しかも，きわめて短期間に。そして，文法に忠実であれば，英
作文の力もついてくるのである。これらの力が，環境，状況，場面などが与
えられたときに運用能力につながっていくのである。
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　（4）についていえることは，教室でできる英語教育と会話能力を伸ばすため
の実用英語教育とは区別することである。会話能力を伸ばすためには，それ
なりの環境の整備はもちろんのこと集中的な特殊な訓練を必要とする。たと
え，長い間，英語圏で生活し，自由自在に英語が話せる日本人がいたとして
も講師は，当然，英語のnative　speakerがよい。要するに，雰囲気の問題
なのである。受講生の数は極端に減らさなくてはならないし，とくに初期の
段階では，受講生はかなりの数の決まり文句や言い回し，短文の暗記が必要
であろう。
　なお，教室でできる英語教育と実用英語教育との関係については，少し長
くなるが正鵠を得た意見と思われるので，いまは亡き福原麟太郎博士のこと
ばを引用しておきたい。
　「実用的に英語を十分活用したい人は，中学校や高等学校で習った英語の
基礎の上に立って別に学習してほしい。中学校がすんでからでもいい，高等
学校がすんでからでもいい，大学のあとでも良い。各学校の課程の中に特別
な実用英語クラスを設けても良い。徹底的にするなら，アメリカの軍部でこ
しらえたという強行日本語学校のように，志望学生をカン詰めにする英語学
校を作り，四六時中英語を話し書き読ませ，教師には英米人を多くして，何
もかも英語的な空気の中に生活させて，厳格周到，一刻の無駄もなく英語学
習に専心集中させれば，六カ月ないし一年の訓練で，英米社会の普通の人を
相手に話し書き読み聞く能力を養うことはむつかしくないと私は信じてい
る。日本のほかの所では知らず，すくなくとも文部省の管下では，一度もそ
のような教育法を実施したことはない。今の学校制度の下で，実業家や政治
家の要求するような英語力の養成を望むのは無理である。学校英語というも
のは，そんな目的に添うようにはできていないものだ。実用的なものにした
ければ自分でやるべきである。野球選手だって水泳選手だって，体育の時間
だけであれだけ練達したのではない。国際社会で外国語の選手になりたけれ
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ば，野球や水泳の選手なみに猛訓練を受けるべきである。そしてそれは，合
宿とか何とかいう特殊な生活をするばかりか，めちゃくちゃに苦しい修業が
必要である。面白いとか教養になるとかいう筈のものではない。泣きの涙で
やるのである。」（3）
　福原博士がこのエッセイを書いたのは，およそ40年も前の昭和33年であ
るから，その洞察力の鋭さにいまさらながら感服するのである。
　（5）世界広しといえども，「英語教授法」と名のつく本が日本ほど出版され
ている国がないのではあるまいか。そういう私も英文によるものも含めれ
ば，この種の本をかなりもっている。教授法の本が多いその理由はいろいろ
と考えられるが，まず第一に，英文科では，英語教授法という科目があるこ
とと無関係ではあるまい。テキストとしての教授法の本である。それに，前
述したように，日本では常に伝統的な英語教授法が批判の対象にされ，それ
に呼応するかのように，まさに多種多様な教授法なるものの本も増えてきた
のではあるまいか。教授法の本をいくら読んでも英語そのものの力がついて
こないことは論をまたない。
　（6）について実例をいくつか挙げておきたい。T君は日本人の学生で，日
本での大学受験にすべて失敗し，アメリカ留学を決意した。彼はニューヨー
クにある語学学校に通いながら，ニューヨーク大学への正規の入学をめざし
ていた。ところが，何年たっても入学許可が下りなかったのである。最大の
理由は複雑な構文を含む英文を一定のスピードで読解できないということで
あった。アメリカの大学は宿題の多いことで有名だが，なによりも英文を読
む力がなければ話にならないのである。T君とは裏腹に，すでに日本の大
学を卒業した留学生は比較的はやい時期に正規の入学許可が下りた。この原
因は明らかで，T君は受験英語をマスターしていなかったが，後から来た
留学生は日本で受験英語をすでにマスターしていたということである。ま
た，複雑な構文の含んだ英文を読解する力は，アメリカの語学学校に通った
からといってそう簡単にはつかないのである。かなりの時間がかかるであろ
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う。そこで私は，T君に日本の受験用の英文法書を読み返すようにすすめ
た。その効あってか，彼はめでたく大学に入学できたのである。英語を英語
で習うといえば聞こえはいいが，とくに日本人にとって相当ながい期間滞在
しなければ，長文の読解力はつかないのである。
　次は，ある非常勤先での帰国子女の別な例である。私とその学生との間に
ちょっとしたトラブルがあった。それは，その学生が英語の授業は英語でや
ってほしいと私に申し出てきたのだが，私は一貫して文法・訳読の方法を貫
いたからである。当然，その学生には欲求不満がたまっていた。それは授業
態度からして明らかだった。問題は，日本人の学生が訳せる複雑な英文を帰
国子女は訳せなかったのである。そんなことがずいぶん続いた。それで私は
気の毒になり，複雑な英文を日本語に訳すことがむずかしいのなら，易しい
英語に書き換えることをその学生に要求した。ところが，これもできなかっ
た。要するに，その学生は，日本語で考えても英語で考えても混み入った英
文になると内容を理解できなかったのである。私はたったひとつの例をもっ
て全体を判断したくないが，これまで何人かの帰国子女に接してみて，この
ような共通した傾向が見受けられるのである。
　（7）英文法を勉強するということを別な言葉で言い換えれば，ただひたす
ら分析，分類することであるとも言えよう。例えば，数えられる名詞，数え
られない名詞，目的語を必要とする動詞，必要としない動詞。さらに，目的
語も補語もとらない動詞，補語はとるが目的語はとらない動詞。文法の世界
はすぐれて分析の世界である。だから，文法に凝りだすと分析癖がつく。
　話はとぶが，アメリカの週刊誌に日本製のカセット・テープレコーダーを
ハンマーで叩き壊している写真が掲載され話題になったことがある。また，
今でもアメリカではガソリソスタンドによっては，日本製の自動車をおいて
おき，料金をとってお客にハンマーで叩かせるところがあるとも聞いてい
る。私はこのような話を聞くたびに，怒りというよりも非常に複雑な気持ち
になり，悲しくなる。例えば，逆のことを考えてみよう。どこの国からでも
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よいが，性能抜群の機械類が日本にはじめて入ってきたとする。その分野で
日本が遅れをとっていたとする。その場合，日本人は性能のよい機械を叩き
っぶすであろうか。まったく逆の現象が起きるであろう。まず，驚きと畏敬
の念をもって，その機械をしげしげと眺めるであろう。そして，徹底的に触
ってみるであろう。その次に内部の構造が気になりだし，これまた細部の細
部にいたるまで徹底した分解を試みるであろう。つまり，その機械をバラバ
ラにしてみるであろう。そして，どうすればこれよりももっとすぐれたもの
を作り出せるかを考えるであろう。歴史的には，種子島に鉄砲が伝わるやい
なや，またたく間にそれよりも性能のよい鉄砲を作り出したという。日本人
の気質のなかには，とくに異質なものに対してはあくなき好奇心と同時に，
それを徹底的に分析し尽くさなければ気がすまないという気質があると思
う。分析癖が日本の近代化に果たした役割を過小評価してはならない。
　私は，ここで一見突拍子もないと思われる話をなぜしたかと言えば，異質
なもの，めずらしいものに対する日本人の独特な分析癖は，返り点・送り仮
名で漢文を読むこと，文法的に分析しながら英文を読むことと深く関係して
いるのではないかと思われるからである。文法を学習することと分析癖との
相関関係である。文法・訳読中心主義の英語教育が，知的訓練イコール創造
性に繋がっているのではないかと思うのである。文法にこだわりながら英文
を読むということは，日本語というレソズを通して英文を読むことである。
パタソ・プラクティスが知的訓練になるとは思えないし，ましてや創造性に
関連しているとも思えないのである。
　（8）英語に関して，日本ではいろいろな言い方がある。教養英語，時事英
語，実用英語，そして受験［入試］英語。これらの呼び方のなかで，いちば
ん評判が悪いのは受験英語である。日本人が英語を話したり，聞いたりする
のが不得手なのは，すべて受験英語のせいであるというのが，世間一般にひ
ろがっている見方ではないだろうか。過日，たまたまNHKのテレビを見て
いたら，ある私立大学の学長（外国人）が「大学受験から英語をはずすべき
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であること，日本の受験英語は百害あって一利なしであること」を盛んに強
調していた。しかし，私は毎年，新入生に対して受験英語の意義について，
次のように説明することにしている。
　「日本では，受験英語，入試英語，英文法などといいますと否定的にとら
えられていますが果たしてそうでしょうか。また，日本の学生は，英語を何
年間もやってきたのに初歩的な会話すらできないということもよく言われる
ことです。何年間も英語を勉強してきたと言われますが，実際に英語の勉強
に費やした時間，英文を読んだ分量について考えてみましょう。中学から英
語を始めたといっても英語だけを勉強してきたのではありません。中学，高
校では，国語，日本史，数学，生物などといろいろな科目があります。英語
はそのうちの1科目にすぎません。英語を読んだ分量についてですが，中
学・高校で使った英語の教科書をすべて重ねてみてください。全部で何ペー
ジになるでしょうか。たとえ，予備校に行った方でも，生まれてこのかた読
んできた英語の文章は，1，000ページにはほど遠いでしょう。しかし，みな
さんが見事に合格した入試英語というのは，決してやさしいものではありま
せん。たとえば，長文ですが，あれは英語を母国語とする人たちが書いたも
のです。しかも素人が書いたものではありませんし，十代の若者が書いたの
でもありません。それなりの歳のいった，それぞれの分野で活躍している人
が書いたものです。つまり，プロの人が書いたものです。その英文をみなさ
んは辞書もまったく使わずにかなり読解できたからこそ，見事に合格できた
のです。つまり，非常に限られた時間，限られた分量で英語を読解する力を
身につけたのです。しかも，まだ十代の若さで大人が書いた英語を理解でき
たのです。これは奇跡以外のなにものでもありません。これには受験英語，
文法が深く関与しております。じつは，文法（grammar）と魅力，魔ヵ
（glamour）とは，もともと同一の語であったのです。文法をやることによ
って，今までまったく理解できなかった外国語が極めて限られた期間で読め
るようになったわけですから，文法が魅力，魔力と同一視されたわけです。
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魔力が働いたからこそ，読めるようになったと解釈してもよいわけです。日
本人が英語を勉強するということは，フランス人やドイッ人が英語を勉強す
ることとは訳が違います。英語と日本語とでは，発音，スペリング，文の構
造となにもかも異なっております。まるで異質な外国語を文法にこだわるこ
となしに短期間に理解できるようになるということはあり得ないことです。
ですから，日本の英語教育が文法に偏重しすぎているという批判はまったく
当たらないし，根底から間違っております。問題の本質をついておりませ
ん。」
　このように説明すると，学生は，最初は疑心暗鬼というか狐につままれた
ような顔をしているが，次第に納得してくるのである。
（4）
　英語の運用能力，いわゆる英会話については，（1）のところですでに述べた
ので重なる部分があるかもしれないが，学生には割り切って次のように説明
している。
　「苦しい受験勉強を終えて，晴れて大学生になったのですから，英語を話
したり，聞いたりする力も身につけたいと思うのは当然でありましょう。し
かし，大学といえども教室でできる英語というのは，精読と多読です。それ
で，自分でできる英会話の初歩について紹介しておきましょう。それには，
2つの方法があります。ただし，両方とも恐ろしく退屈な方法であるという
ことを覚悟しておいてください。
　ひとつは，なんでもよいですから，対話形式になっている英会話の本を買
ってください。分厚いものでなく，いちばん薄っぺらなものを買うというの
が大事なのです。厚いものですと飽きてきて途中でイヤになります。買って
きた英会話の本を丸暗記するのです。たとえば，会話の本のホテルの場面
で，「今晩，空いている部屋がありますか」という表現があったとします。
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そのとき，すぐに，Do　you　have　a　room　for　night？　と英語がでてくること
が大事なのです。とにかく，すべての短文を暗記するのです。ただひたすら
丸暗記するのです。この種の本は短文の羅列で知的に刺激されることはあり
ませんから，恐ろしく退屈な作業なのです。
　ふたつめの方法は，ビデオ映画の活用です。これも恐ろしく退屈な方法で
す。同じビデオを何度も何度も見るのですから。まず，自分がいちばん好き
なビデオ映画を選びます。ただし，その映画には，活字になったスクリーン
・プレイもあるということが大事なのです。まず，スクリーン・プレイを辞
典を使いながら読み終えます。その次は，自分が俳優になったつもりでスク
リーン・プレイを音読しなさい。それからビデオを見ます。音読とビデオを
見る作業を何回でも繰り返し繰り返し行うのです。他の映画を見てもよいの
ですが，同じものを繰り返し見るという作業は継続しなければなりません。
これらのふたつのやり方を持続させながら，チャンスを見つけてネイティブ
・スピーカーと英語で話してみることです。そうしますと，徐々にではあり
ますが英語の運用能力がついてきます。」
　このように説明しても，実際に実行する学生はほとんどいない。私には実
行しない学生の気持ちがよくわかるのだ。皮肉を言っているのではない。や
はり，退屈なのではあるまいか。英語の運用能力の習得に関しては，学生の
ほうにも大いなる誤解があるように思われる。それは，ネイティブ・スピー
カーに英会話を習ったり，英語圏の国々へ行けば，努力しなくとも自動的に
英語が話せるようになるであろうという誤解である。幻想といってもよい。
たとえ，ネイティブ・スピーカーに英会話を習っても，アメリカに行って
も，イギリスに行っても，相当意識的に努力，練習しなければ運用能力が増
していかないというのが，私の実感である。
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（5）
　冒頭で述べたように，22年前に発行された『英語教育大論争』を久しぶ
りに読み返す気になったのは，ここ数年来，とくに大学でのカリキュラム改
革と相侯って文法・訳読中心主義の伝統的な英語教授法を全面的に否定する
気運が高まってきているからである。大学によっては，多くの日本人の英語
の非常勤講師が辞めさせられる羽目になったという（非常勤は原則的に1年
契約なので文句を言えないかもしれないが）。
　しかし，安易なコミュニケーションという名のもとに伝統的な英語教授法
の本質を見失ってはならない。これまで述べてきたように，読む力，書く力
は英語を使わさるを得ないという環境が与えられたときには，話す力，聞く
力と無関係ではないのである。無関係でないどころか密接に関連し，‘むしろ
威力を発揮するのである。折しも，この小論を書いている最中，甲子園で高
校野球が行われている。適当な比喩でないかもしれないが，多くのチームが
高校の体育の時間だけ野球の練習をして甲子園に出場できたであろうか。百
パーセソト不可能であろう。実際にはほとんどの選手が寮生活をしながら，
一日中練習に明け暮れているのだ。英語とて同じである。英語の運用能力を
身につけることを甲子園出場になぞらえるならば，高校であれ，大学であ
れ，ごく限られた学校の英語の時間だけの勉強で英語の運用能力を身につけ
たり，その能力を維持し続けることはほとんど不可能といってよい。英語で
甲子園出場を果たそうとするならば，いみじくも福原博士が指摘したよう
に，軍事的，戦略的な必要から，かつてアメリカの陸軍が行った集中的語学
教育のプログラム，Army　Methodみたいなものが必要となろう。このプロ
グラムのもとでは，精神的に異常をきたした老がでてきたり，学習成績のふ
るわない者は，落伍者として容赦なく除名されたのである。
　「『英語教育大論争』再読」というタイトルでありながら，平泉試案や平泉
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氏による渡部教授に対する反論にまったくといっていいほど触れなかったの
は，私は渡部教授の英語教育に関する考え方に最初から最後まで全面的に賛
成だったからである。アメリカへの留学を経験してみて，かえって渡部教授
が繰り返し主張し続けている伝統的な英語教授法の役割や威力，そして，そ
の真髄がより鮮明な形で見えてきたのである。再び英語教育のあり方がなに
かと問題になっている今日，そのことを久しぶりに改めて再確認したかった
からである。
（August　15，1997）
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